
8.中 型体系による小麦の省力栽培について

～標準技術体系 と経済性 (事 例 )～

l 背 景

近年、水回転作、生産者価格のアップ、遊休的農地の活用気運、地力維持についての反

省および諸作物の作付制限、価格不安定等により菱件 (県北地方では小麦)面 積が急速に

拡大されようとしている_

県北分場では 「麦 。たばこ作複合経営業用化技術組立実証試験」において1あ の小麦栽

培を2カ 年実施 してきた。その結果、省力、多収の成果を得、機械化栽培体系の実証、水

回転作を含めた経済性を検討 Lンたので参考に供する。

2 内  容

(1)原 野を開こん しての1.れ。2カ 年の組立試験により、中型機械を中心 とした栽培技術

体系を第 ]表 のように実証 した.機 械細合せの概要は次のとおりである。
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(2)県 の平均的収最水準 (条播栽培法)に 対 し約 50%の 多収 (360降/10a)、 約う/10

の省力 (8れ )と なり所得も大l rlに伸びている。特に労働報酬は驚異的に高く、この体系

により小麦の経営的性格が一変する。

(3)多 収 ・省力の基本は全面全層揺き栽培法にあり、この体系中では特に自脱ヨンバイン、

火力乾燥機所有が前提 となる。また麦禅処理は跡作との開通で重要で、ヘイメーカー、ヘ

イベーラーが有効であり、語た農家と機械、右機物に関する補完結合関係が望ましい。

(り 大 規模栽培における収畳確保には、特に生育ムラの解消が重要である。ムラは地力差、

プロードキャスターによる施肥 ・播極の周縁部における不均一、滞水、日かげなどで生ず

るが、手なおし作業とともに春先の追肥による調整 (3回 )が 極めて有効である。

機     械

ト ラ ク タ ー

p ―  タ  ツ  ー

耕 起 。整地

覆土  ほ か
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151 反収増による所得などの向上はいうまでもない (第7表).こ の体系を一例として試

算した結果で'ま、計画的転作て転作率 1'!と
・
1ど%)|と ぉける水稲に対する所得比較で

は、小麦 4俵 でo僚 以下?W午 に、9、得下
9療弾jネ下、 7俵 で 19炭 以下の稲作に優る

ことになる。

普及上の留意点              1

位)道 応範囲 :県北即作摯帯の畑竹↑安全般とし、注意事項を守ることにより同地帯の水

田転作にも適用できる。

(21 技術体系 (第|?・号表)は 現に乗干→Ⅲたものであるが、償却費など (第4表)に つ

いては予め前提条件 (第3菱下段の注記)を 設定 して試算されたものである。従って経

営費がかなり軽減きれている一事例と考えるべきであろう。

いうまでもなく、その駐減のためには補助事業の導入、機械利用組織による機械の稼

働率の向上が有効である。

(3)輸 作体系 :慣行の条活様式では可能であった問作大豆などが排除されるので、作付順

序め変更が生 じる。一例をうげれば次のとおりである。

作

小 麦

跡 作

普 通 畑 作 物 ① 秋そぱ

飼 料 作 物

G鋤 込緑BD

①家吉かぶ②青X明ひえ

③青刈とうもろことなど

野   菜

①ダイコン②嬢根ニンシン

①ハタイ ④秋レタス

⑤カ プ (D冬どリキャベン

大豆 など)

である。

、水田ハー

① 極早生大豆 ② 早生大豆

③菜 豆 ④ 夏そば

⑤えんばく ③ ひ え

④ば宮廿ヽ しょ⑥たばこんど

①部 明とうも狂 し②青X勝豆等

① スィ
ートヨーン② =ダ イメ

③引在ンドウ (合網

④矧限ニンジソ③スイカ

⑥メロン C 痩ど' ハ舛イ等

o 2年 2毛作 (冬作物円志の組合せ)

注)ニンニク、タマネギの前後には緑肥作物 (青刈ひえtそば、えんばく、

を紙み入れることができる。

14)水 田転作における留意事項 : 初 年度における一般的注意事項は次のとお 9

働 参・湿対策 : ①  水 系でまとまらた集団的転作

②  2回 以上の砕上で水分を少なくする (二相分布の是正)

による砕上覆土も可能である。

0 2年 3毛作

普通畑作物

特 月4 作 物

①大麦 ②」ヽ‐A ―⑥ ライ麦 ④なたね ⑤ マ■ク ⑥タマネギなど
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③ 滞 水を防ぐための畦畔のはけ口、側緯、広巾の高畦栽培とするなど。

④  5″ ごとにトラクター培土板により排水藩を堀ることもよく、これには

α8時間 (10a当 り)ぐ らいが見込まれる。

の ム ラの解消 : ①  て いねいな砕土により発芽の均一化に努めること。

0 そ の他 : ①  ヘ イメーカー、ヘイベーラーの導入、賃貸問題
'

② 酸度矯正

③ 肥 茨度に応 じた施肥 (特に窒素については追肥を重視すること)な ど

6)栽 培上の留意点                     i

の 病 害虫防除は一般的にはしないが、気象条件などにより多発の恐れがある場合は、早

期発見、早期防除を行なうこと。

竹)覆 土はシパタ`ローで能率的であるが、事縮跡に種子が集まるのでロータリーが優れて

いる。

lpl 傾斜地では全輸駆動型 トラクターが有効である。

0  品 種に関 してはキタカミヨムギとハチマンヨムギではぼ同様と思われる。

4 今 後 の 問 題 点

(1)ロ ータリーとツースハローの比較検討 (援土作業)

O P一 ラーとカルチパッカーの比較検討 (鎮圧、踏圧作業)
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第 2表  労 働配分および機 械利用実績

月 旬  別

項   目
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計
中 下 中 上 上 下
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業

男ll

労

働

時

間

堆  S巴

耕

散 布

起
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( 硫 飲 銅 散 布 )
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追
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地

書

種

土

庄

8世

綾

煤

理

装

律 処
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Q 4 5
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Q05
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1159
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機

械

別

利

用

時

間
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第 3表 経営収支絡括家 (10a当 り)   '

A5二 年を B52年 を 暖 2卵 D慣  行 °/D X 101

収    量 0

A ‐7 当 り 単 価 0
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14&4
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1 [ ほ r
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1 5 8 1
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⑥ 小 農 具 費

④ 曜 用 労 賃

③ 賃 金  々 金

0 修 型 寅 小 計

農 機 具

0 償 却 費 小 計
十   換 機 具

o 負 債 利 子

② 公 租 公 謀

① 流 通 費 小 計
1   包  装

避   賃
1   手 数 牟i

設施

設施

1, 697

宅 T85

59

1495

1. 874

0

0

2, 225

344

344

生 953

1‐ 724

&229

Q413

4 4 2 5

625

625

0

0

L 450

7 358

46

1. 173

4 3 8 1

0

0

2, 230

341

341

ム 470

1、 791

6T9

1. 385

415

1‐ 898

1‐898

0

0

1, 450

 ́宅 358

46

1, 173

4381

0

0

4230

341

341

玄 47o

L 791

679

1, 385

415

1 470

1. 470

0

0

1, 116

4 9 0 ?

a72

684

505

0

■ 632

0

28

28

0

4143

■ 972

171

946

得所 1 169 '2・322 L7336 26876 6134

労 働 時 間 0
う ち 自 家 労 働

一 日当 り労働報酬 仰

所  得  率 的

1 9&

・   7 95

1314

19 3

宅 69

7 69

5 4 4 8 t

7 1 ,  2

宅 82

7 82

37 006

6ユ 6

769

64.2

ュ 349

6&5

l Q  2

1 ,  1 0 & 0

注 )① 機 被施設は、麦たばこ作複合経営農家 6戸共同所右を前提として、 1戸 の作付内容は小麦

50a、 たばこ100a、 落花生 50a、 青:刈ひえ t50と と,ている。

②償却費 :補助額圧縮率を加味し、 1/2と している。

③負彼利子 :機械 ・施設について補助除き自己負担分に年率 6%の 利子を見込んでいる。

①公租公課 :機械については、保険料含みの実績、施設については取得額の 1.4%を 見込スて
い る。

③ 51年 度にかける運営費の減額は収納含未秀U用による費用計上見送 りのため。

① lFf行技術rx支については、収量は50年増手県平均、価格は52年 控笑額、経営費は農林省

51年 産炭生産費を加毛
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第 4表  農 機具始よび施設の前提

第 5表  生 注資材 をど

(そ の 1)農 試本場における成検
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第 6表  全 層驚 きの多昭生

屯& 9 「    37 1

百猛i「司
~・
面

-74-

キタバ ヨムギ 3d O  〃 36 7 4α 0 4& 9



(そ の2)高 冷地試験地における成績 (S35)

鵜 が マ 暫 禅長の 穂長の 穂数l~3
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〃
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宇
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中
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(そ の3)偏 東風 (ヤ マセ)地帯現地実証事業になける成績 (S52) 一 久慈市にて ―

(そ の 4)全 国の小麦 栽培の成績 a 当 り

注 )i関東、東山農試は大宏 「農業と経済」 vcユ的傑2ょ り

周像部のため揺種、胸 巴 足

耕士浅 ぐ銅 欠乏
(赤 土 )

第 1図  LRti場の生育ム ラと原因 (組 立試験固場 )
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第 7表  収 螢i変化にともな う所得劣化

第 8表 稲作と転作小麦 (全憾推 )ワ傑 力鱗
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第 2図
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